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費用対効果だけでルートを決めることではない！
やる価値があるのかも含め、ルート、走行方式を決定する！

10月20日、国土交通省交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会は、第９回中央新幹

線小委員会を開催しました。

審議の冒頭、10月13日に各マスコミが「南アルプスを貫くＣルートで決着する公算

が高まった」と報じたことについて、家田委員長から「あたかも審議会としてルート

や走行方式が決定しているかのような報道がされている」「これから審議会として議

論し決定していくことである」として、国土交通省に経緯をただしました。国土交通

省は「今後は関係者に語気を気をつけるよう徹底する」と謝罪しました。

今回の審議では国土交通省から①費用対効果分析等の調査結果について、②環境調

査結果について報告がありました。報告内容は、リニア方式で南アルプスを貫くＣル

ートが諏訪・伊那谷回りのＢルートよりも費用対効果や経済波及効果で「高い」とす

るものでした。

報告を受けた後、各委員から質疑がありました。家田委員長から「費用対効果だけ

でルートを決めることではない」「国家、国民にとって何が良いのか、やる価値があ

るのかも含め、ルート、走行方式を決定

する」「今後は費用が正しいのか」「コス

トの再確認を行う」としました。また、

環境調査報告については「粗すぎる資料

で、これを見てどちらが良いかの判断は

できない」とし、審議を終えました。

今回の審議について、多くのマスコミ

は「Ｃルートで事実上決着」などと、ル

ートが決定したかのような報道をしてい

ます。しかしルートが決定された訳では

ありません。審議の中で多くの意見があ

ることをみても、まだまだ議論が必要な

のです。
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